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自覚的お よ び Edinburgh 調査票 に 基 づ く利手 の ス ポーツ 種目間差

○内山　応信 （秋田県立大学）、出村　慎
一

（金沢人学）、lll田　孝禎 （福井 工 業高等専門学校）．

　　　　　　　　　　　　　 松田　繁樹 （岐阜聖徳学園大学）

　近年 、 利手の 側 に よ る競技 ヒの 優位性を考慮 した ス ポーッ 種 目の 選択 や 利手の 矯正 が 知 られ る よ うに な っ た が 、

各種 目に おけ る 利手 の 割合 は 明 らか に され て い ない
。 本研究は各種 ス ポ ーツ 種 日経験者 の 全 体的 な 利手 の 傾 向の

把握、及 び 利 手の 種 目問差を明 らか に す る こ と を 目的 と し た。各種 ス ポ ー
ツ 経験 の あ る 青年 （野球524名、サ ッ

カ ー326名、バ ス ケ ッ ト378名、バ レー244名、テ ニ ス 339名、バ ド ミ ン ト ン 137名、卓球210名、水泳276名、陸 ．ヒ

221名、剣 道 186名及 び 柔道52名）を 対象に 基本的属性及び利手調査 を行 っ た 。 利手の 判定基準は対象者の 自覚的

判断及 び Edinburgh 調査票 に 基 づ く LQ 一指数 と した。い ずれ の 種 目 に お い て も自覚的利手 と L （之指数 に よ る 利手

の 完全
一一一

致率 は e．94〜1．OOと 高 く有意 な κ 係数 が 認 め ら れ た 。 全種 目 とも右利き率が著 しく高 く （自覚 ： 91〜

96％ ；L（之：92〜96％ ）、統計学的 な 比 率 の 種 目 問差も認め ら れ なか っ た 。 Edinburgh 調査票の 各項目 に お ける 利 手

指数丿」に も種目問の 相違 は殆ど無 か っ た。全種 囗で 自覚 及び LQ ．に よる利手度数 は ほ ぼ一致し、利手の 度数に種

口間差 は 殆 ど 無い こ と が 示唆され た。
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4種の 調整能テ ス トに 基 づ く総合評価に おける利手 ， 非利 手間の関係

○北林　　保 （東東理科人学理学部第
一

部）．出村　慎
一 （金沢大学）、中田　征克 （防衛大学校）、

　　　　　　　　　　　　　　　　久保田浩史 （岐阜大学）

　 本研究 は、4つ の 代表的な神経機能 テ ス ト及び筋発揮 調整能 テ ス トの 総合評価 （標準得点 の 合計点）よ り調整

力を 総 合的 に と ら え、調 整力 に お け る 利 手と 非 利 き手 間 の 関 連性を明 らか に す る こ と、総合的な調整力 と 各構成

要紊間 の 関連性 の 程 度 を検討す る こ と を 目的 と し た。被験者は、健康な男性20名、女性20名の計40名 で あ っ た 。

筋力発揮調整能 テ ス ト （筋力、協応性、視覚），豆運 び テ ス ト （敏捷性 、 巧緻性 ）、
ペ グ ボ ードテ ス ト （敏捷性、

巧橄性、空間認知）及び追従動作 テ ス ト （協応性、空間認知） を実施 し、各 テ ス トの 結果 を標準得点 （C 得点）

に 換算 しそ れ ら の 総 合得点 を算出 し た。総合 得点 に 基 づ く調整能の 利手
一

非利手 間 の 関連性 は、男子 で 中程度

（r−O．57）、女 子で高か っ た （r＝075 ）、、全て の テ ス トに お い て、男女 とも利手・非利手間 に有意 な中程度以」：の 相

嚇 認 。 、れ 。 蝣 差 。 認 。 、れな、め た ． e と手。 協応厰 び勦 擺 調 整能を 殿 す 。追鬮 作。 。 ト及 び1
筋力発揮 調整能 テ ス トの 利手、非利手間 の 関連性 は女性 に比 べ 男性 は低か っ た 。 上肢 の 調整能 はい ずれ の 構成要

素も中程度以．．ヒの 関連性が 認 め ら れ る。
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正弦波形と疑似 ラ ンダム波形 を用 い た筋力発揮調 整能の年代別の対応関係

　　　　　 　　　　　　　　　
一

成人男性を対象として
一

〇長澤　占則 （京都薬科大学健康科学分野）、出村　慎一 （金沢大学大学院自然科学研究科）、
　北林　　保 （東京理科大学）、久保 田浩史 （岐阜人学）、池本　幸雄 （米子 工 業高等専鬥学校）

　本研究 の 目的は、右利 きの 成人男性 ユ75名を対象 に、正弦波形 （sw ） と疑似 ラ ン ダム 波形 （RW ） に よ る筋力

発揮調整能 （CFE ） の 年代別 の 対応 関係 を明 らか に す る こ と で あ っ た 。 被験者 は 異な る 年齢段 階で 若年群53名

（24．6±3．3歳）、中高年群71名 （44．3± 8．7歳）、お よ び高齢群 51名 （69．3±6，4歳）に 分け られ た。CFE テ ス トは 規則

的 お よ び 不 規 則 的 に 変 動す る 相対 的 要 求値 （5〜250／，MVC ）が パ ソ コ ン 画 面 1’．に SW お よ び RW の 上 ドの 変動 と

して 描 か れ、被験者 が 利手 に よ る 把握動作 の 発揮値 で 要求値 を40秒間追 従す る 形式 で 行 っ た。CFE 評価変量 は 開

始 15秒 以 降 か ら終 了 まで の 要求値 と発擁値 の 誤差 の 総和 と した 。 変動係数 は SW お よ び RW と もほ ぼ 同程度 で

あ っ た （C＞SW ・3e．8・− 35．6，　CVRW −26．3〜37．7） が、　 RW に お い て 高齢群 が 高 い 値 を示 した。い ず れ の 群 に お い

て も SW と RW 間 に 有意 な相関が認め られ た が、相関係数 に有意 な年代間差 は なか っ た。高齢群 に お い て RW

の 個 人差が 大 きい 。 sw と RW の 提示 に よ る CFE 評価変量 は 中程度 の 関係が あ り、そ の 傾向 に 年代 に よ る 差異

はない と推測 され る、、
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